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　長期にわたる林業採算性の悪化により保育や間伐などの森林整備の低下が生じていま
す。持続可能な森林施業のためには森林整備の推進が急務であり、伐採から育林までのト
ータルコストの縮減、地域特性を考慮した適正な森林整備や管理手法など、生産目標に応
じた効率的な生産システムの開発が必要です。そこで、ソフトウエア、ハードウエア双方
の観点から、トータルコスト縮減の技術開発、北方地域を対象とした長伐期施業など地域
特性に応じた生産目標に対応し、持続可能な森林管理・経営のための効率的生産システム
の構築に資することを目標に、育林・伐出・経営を総合的に連携させることをめざしました。

背景と目的

カ分野　効率的生産システムの構築に関する研究
（ウ）持続的な森林管理・経営のための効率的生産システムの開発

ソフトウエア
・生産システムの類型化とその評価

手法の開発

・伐出・育林コスト影響諸要因の解明

・森林情報データベースの構築と地域

ごとの保育形式・育林密度管理指針

の開発

森林管理用機械の開発
と林業機械の遠隔制御
システムの開発

地域林業システムのための
生産目標に対応した経営モ
デル・育林技術の開発

林業におけるトータルコストの低減

及び施業の効率化に貢献

ハードウエア
・林業機械の遠隔操作・自動化技術

の開発と森林管理用機械の開発

・林業機械の無線遠隔操作技術と

その作業支援システムの開発

総合化
・多雪環境下の森林の林木成長・

更新特性解明

・北方針葉樹の森林管理システム

伐出コスト算定プログラムの開
発と施業全期間にわたる収支
予測手法の開発

手入れ不足で人工林の質や健全性の低下が生じているため、持続可能な森林施業の

ための森林整備推進に向けて、施業の効率化による生産性の向上が必要
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地域林業システムのための生産目標に対応し
た経営モデル・育林技術の開発

伐出コスト算出プログラムの開発
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図－4.12　高性能林業機械の損料率の
算定結果　（プロセッサの例示）
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伐出生産システムを類型化し、
それぞれのシステムごとに伐
出コストを算定評価しました。
ここで開発した伐出コスト算定
プログラムは施業計画立案の
際のコスト予測や作業システ
ムの改善に活用できます。

施業全期間の収支予測手法の開発

さまざまな施業に応じた収穫及び
コストを予測するプログラムを開発
し、それらを収支予測モデルとして
統合することによって、植栽から伐
採までの全期間にわたる収支を予
測することが可能となりました。本
プログラムは森林組合等の林業
事業体に試験的に使用してもらい、
ユーザの要望等を取り入れて改善
を図りました。

森林管理用機械の開発と林業機械の遠隔制
御システムの開発

急傾斜地における森林管理を行う軌条形
ベースマシン及び軌条形車両利用システム
を開発しました。また、遠隔制御装置・３Ｄ表
示リアルタイム作業支援システムによる遠
隔操作制御システムを開発し、省力的な森
林管理や効率的生産に貢献しました。

スギ、アカマツ高齢林における個体成長モデルを開発
しました。これは地域特性に応じた生産目標に対応し
た森林管理技術に応用できます。
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個体ベースでの成
長モデルの開発

個体および林分
の成長推定

隣接木との競争関係

胸高直径から樹冠の大きさを推定




